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１．回帰分析による旅行時間関数の推定について，以下の問いに答えなさい． 

 

(1) ２つの変数 ,X Y について N組の観測データ ),(),...,,(),,( 2211 NN yxyxyx を得た．変数間に線形関

係  , 1,2,..,i i iy x i N      が仮定できるとき，パラメータ  と  を推定する方法を

説明しなさい．ここに， i は誤差項である． 

 

(2) 十分に大きな交通容量を持ち渋滞しない道路区間で交通量 qと旅行時間 tを計測し，表－１に示す

5組のデータを得た．旅行時間は交通量の増加とともに単調に増加する関数である )( qt  

と仮定できるとき，回帰分析により関数のパラメータを推定しなさい． 

 

表－1 交通量と旅行時間の観測データ 

データ番号 1 2 3 4 5 

交通量(100 台/時) 2 1 3 5 4 

旅行時間(分) 10 5 10 20 15 

 

(3) 推定した旅行時間関数の妥当性を確認するにはどのような方法がありますか？100 字以内で説明

しなさい． 

 

 

 

２．都市 A, Bを結ぶお互いに重複のない 2本の経路 (k = 1, 2) があり，その旅行時間 tはその経路の

交通量 q のみの線形関数 )( kkkk qt   で，経路に固有のパラメータ
kk  , は別途に推定され

ているとする．以下の問いに答えなさい． 

 

(1) 利用者均衡の定義を述べなさい． 

 

(2) 利用者均衡にある交通流が満足すべき条件を式で示しなさい．なお，都市 A, B間の OD交通量は

一定 )( 21 qqQ  とする． 

 

(3) 旅行時間関数のパラメータの大小関係が 1 2 1 20, 0        であるとする．利用者均衡状

態で経路 1,2の両方が使われるときの OD 交通量の最小値を式で示しなさい． 

 

 

 


